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ＪＲ連合北海道地協青年・女性委員会を準備

機関として、５月 19 日～21 日にかけ、北海道
札幌市内を中心に第 27 回ユースラリーを開催
しました。今回はコロナ前とほぼ同じ約 100名
の参加があり、開催期間も２泊３日としました。 

 
１日目は「札幌市青少年山の家」において開

会式とアイスブレイクを行い、その後チーム毎
に５つのレクリエーションに参画し、交流を深
めました。夕飯はレクリエーションで深めた絆
を活かし、チームの仲間と美味しいカレー作り 
に取り組みました。 
    
２日目は札幌市を中心に、近隣の市にもまた

がる形でウォークラリーを開催しました。参加
した仲間は、今年開業したばかりのエスコンフ
ィールドを始め、各チェックポイントを周りな
がら北海道を堪能しました。 
ウォークラリー終了後は全体での大交流会を

実施しました。レクリエーションとウォークラ
リーの結果発表もあり、初日の緊張した表情は
消え、大いに盛り上がりました。 

   
３日目は三浦事務長を講師としてＪＲ７社の共通課題である「離職」をテーマ

に学習会を開催しました。三浦事務長の講義受講後は、「役員・組合員の一員と
して魅力ある労働組合・会社を創り上げていくためにできること」についてチー
ム毎でディスカッションを行いました。それぞれ労働条件、労働環境、地域性や
労使関係が異なる参加者同士だったので多様な意見が飛び交う有意義な場とな
りました。 
 
 

冒頭にも記載した通り、今回は５年ぶりの２泊３日開催で参加規模
もコロナ前に戻した形となり、慣れない準備・運営で参加者にはご不
便をおかけしましたが、今回の出会いを大切にあらためて横の繋がり
を強化していきます。参加した仲間の皆さんには、今回のユースラリ
ーを通してＪＲ連合の魅力と労働組合の必要性を感じていただけた
ら幸いです。 

心ひとつに ～仲間とともに明るい未来へ～ 

 

第２７回ユースラリー開催！ 


